
 

 

 
 

やまもと・きつじろう やまもと・のぶとし 

 

福山藩士、蝦夷地探査 

 

経 歴 

生：天保５年（１８３４年）ごろ、江戸生まれ 

没：安政４年（１８５７年）８月９日、享年２５歳、函館・称名寺（しょうみょうじ）に葬る 

－ － 山本信利の養子となる 

－ － 山本の長女と結婚する 

安政３年（１８５６年）５月 ２３歳 蝦夷地探査（第１次）に出発 

安政４年（１８５７年）３月 ２４歳 蝦夷地探査（第２次）に出発 
 

 

生い立ちと学業、業績 

山本橘次郎、本姓は森戸氏、幼名は武政。のち山本信利に養われて、その長女を妻とした。

代々が江戸詰めの福山藩士。 

 

安政のころ、蝦夷地は風雲急を告げ、幕府をはじめ奥州の諸藩は、警備のため蝦夷地に兵

を出した。福山藩もそうした流れの中で、寺地強平、関藤藤陰（石川和助）、吉沢忠恕らとエト

ロフや樺太の探査及び警邏の任にあたった。 

 

安政４年（１８５７年）８月９日、山越内（やまきしない）において水腫病に罹り客死した。同行の関藤

藤陰が撰文、吉沢忠恕が揮毫、父の山本信利が函館・称名寺に建墓した。 
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０００４９ 関藤藤陰 画文 巻子「蝦夷探査図絵」 － 安政４年（１８５７年） 

０９９０１ － 「山本橘次郎（山本信敏）」 － 平成２１年 
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